
【件名】No.48

小中学校の現プールの活用について

【区分】
手紙

【受付日】
令和８年８月３日

【意見・要望の内容】　（要約して記載）
小中学校のプールは、災害による断水時にトイレの排水用水など、飲用以外の生活用水を確保する施設として活用でき
るため、防災上の効用を踏まえて撤去せず保存することを検討してほしい。

【一次対応】
担当課に情報共有し、回答（対応）を依頼

【担当課の回答内容】　（全文）
この度は、学校プールの維持管理および災害時の水資源としての活用について、大変貴重なご意見を賜り、誠にありが
とうございます。
ご指摘のとおり、災害時における生活用水や消火用水の確保は非常に重要な課題であり、学校プールがこれまで一定の
水量を保有する施設として機能してきた側面があることも認識しております。
現在、市内小中学校8校に設置されているすべての学校プールにおきましては、一般的な耐用年数をすでに超えている
状況にあり、施設・設備の老朽化が著しい状況です。そのため、児童・生徒の安全確保や適切な水質・衛生管理を維持に
は、今後の修繕や大規模改修、日々の維持管理に膨大な費用が必要となる見込みです。
本市におきましては、限られた財源の中で子どもたちの安全で質の高い教育環境を確保・継続していくため、今後の水
泳指導のあり方や学校施設の効率的な管理手法について、あらゆる可能性を含めた見直しを進めているところでござ
います。

そのため、老朽化した学校プールを今後も長期的に維持し、災害時の貯水施設として保有し続けることは、財政負担や
安全面・衛生面の観点から難しい部分もございますが、災害時の生活用水等の確保につきましては、学校プールによる
貯水量のみに依存することなく、より衛生的で実効性の高い防災体制の整備に向け、関係部局とともに対応策を検討し
てまいりたいと考えております。
安全安心な学校教育環境の整備と持続可能な市財政運営のため、何卒ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
本件についてご不明な点がございましたら、いつでも担当の学校教育課までお気軽にご相談ください。

【回答の有無】
回答済

【回答日】
令和８年８月２７日

【進捗状況】
課題として認識

【担当課】
学校教育課
【☎０２２３－２３－０７２８】


